
（別紙様式例４）

公表日：　令和７年　2月　28日 事業所名： Le-Lian aqua

はい

どちらと

もいえな

い

いいえ 工夫した点、改善点 はい

どちらと

もいえな

い

いいえ
わから

ない 保護者の方のご意見

1
利用定員に応じた指導訓練室等スペース
の十分な確保

1 2
・スタッフの配置が叶う限り、利用される生徒さんの不
快軽減のために空間を分け、外出活動や個別対応を
行うようにしている。

7 6 3

2 職員の適切な配置 2 1
・規定に沿った人員配置が出来ているが、送迎時、個
別対応が必要な場合など不足が発生している。人員確
保する。

9 4 1 2
・ご安心いただけるよう、
人員確保に努めます。

3
本人にわかりやすい構造、バリアフリー
化、情報伝達等に配慮した環境など障が
いの特性に応じた設備整備

2 1

・空間の中はシンプルにし、情報量を最
小限に抑えている。ヌックスペース壁を活
用し、学習集中がしやすいように工夫を
行っている。

9 4 2 1
・いただいた声を、出来る限り反
映します。ぜひ、ご相談くださ
い。

4
清潔で、心地よく過ごせ、子ども達の活動
に合わせた生活空間の確保

3 ・毎日の清掃美化に努めている。 11 3 2

1
業務改善を進めるためのPDCAサイクル
（目標設定と振り返り）への職員の積極的
な参画

3

・スタッフの個人目標設定
・各月ごと目標設定、にサービス提供に
ついてのMTを実施している。
・朝礼・終礼を実施している。

2
第三者による外部評価を活用した業務改
善の実施

1 2
・弊社本部スタッフによる業務改善
・顧問行政書士による評価、相談の実施
を行っている。

3
職員の資質の向上を行うための研修機
会の確保

3
・月に一度大学講師を招いての研修
内容：応用行動分析・障害特性・子どもの発達について
・スタッフ間での事例検討ケア会を月に２回実施
・その他外部研修にも積極的に参加

1
適切に支援プログラムが作成、公表され
ているか

3

・5領域支援プログラムが、４月までに公
開予定。現在作成中。
・毎月の行事予定表は毎月更新を行って
いる。

13 2 1 ・4月には公開します。

2

アセスメントを適切に行い、子どもと保護
者のニーズや課題を客観的に分析した上
での児童発達支援計画又は放課後等デ
イサービス計画の作成

1 2

・子どもたちの日頃の様子に合わせた目
標設定の更新は行えていない。お子さ
ま、親御様のニーズ内容についても随時
更新できるようにしたい。

11 4 1
・ご説明、案内が十分に出来て
いないため、ゆとりを持ってご相
談できるようにします。

3

児童発達支援計画又は放課後等デイ
サービス計画における子どもの支援に必
要な項目の設定及び具体的な支援内容
の記載

2 1
・管理システムの導入後も、計画的に実
施が出来ていない。早急に改善する。 11 3 2

・個別の内容が見て解るように
表記します。

4
子どもの状況に応じて、個別活動と集団
活動を適宜組み合わせた児童発達支援
又は放課後等デイサービス計画の作成

2 1
・利用時その都度発生する個別の対応等
については、サービス提供記録に記載し
共有している。

5
児童発達支援計画又は放課後等デイ
サービス計画に沿った適切な支援の実施

2 1
・管理システムを活用し、計画書の内容、
モニタリング時期の有効な共有計画が出
来るように改善する。

11 4 1

6 チーム全体での活動プログラムの立案 3

・２カ月前に利用ご予約のタイミングで活
動プログラムの立案をスタートさせてい
る。
スタッフ全員で案を出し作成している。

7
活動プログラムが固定化しないような工
夫の実施

3

・毎日、毎月活動の内容を変化させ、時
には、利用している生徒さんからのリクエ
スト、関心の高い内容を実施するようにし
ている。高学年向けの改善が必要。

13 2 1

8
平日、休日、長期休暇に応じたきめ細や
かな支援

2 1
・ご家族のニーズに、営業時間の範囲の
中で応じるように努めている。
・すべてに応じることができていない。

9
支援開始前における職員間でその日の
支援内容や役割分担についての確認の
徹底

3
・毎朝の朝礼MTにて計画を共有し、役割
分担を行うようにしている。

10
支援終了後における職員間でその日行
われた支援の振り返りと気付いた点など
の情報の共有化

3
・当日の終礼時、翌日の朝のMTやスタッ
フLINEグループ、月に２回のケア会にて、
共有を図っている。

11
日々の支援に関しての正確な記録の徹
底や、支援の検証・改善の継続実施

3
・毎日、サービス提供終了後に、記録を
作成し、必要な内容については共有を
図っている。

12
定期的なモニタリングの実施及び児童発
達支援計画又は放課後等デイサービス
計画の見直し

2 1
・計画書の見直し、モニタリング実施を計
画的に行うことが出来るよう、システム導
入し有効な計画共有を目指す。

児童発達支援又は放課後等デイサービス事業に係る自己評価結果公表用

事業所職員及び保護者の方の御意見を踏まえ、自己評価の結果を公表します。
評価を踏まえて、事業所の運営における課題点及び改善すべき点を確認し、今後の運営に活かしていきます。

事業所の現状評価 保護者の方の評価
評価を踏まえた

改善内容・改善目標
区分 チェック項目
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はい

どちらと

もいえな

い

いいえ 工夫した点、改善点 はい

どちらと

もいえな

い

いいえ
わから

ない 保護者の方のご意見

事業所の現状評価 保護者の方の評価
評価を踏まえた

改善内容・改善目標
区分 チェック項目

1
子どもの状況に精通した最もふさわしい
者による障害児相談支援事業所のサー
ビス担当者会議への参画

3
・相談支援専門員さんとの連携や、学校
で開催される担当者会議には積極的に
参加している

2

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身
障害のある子ども等を支援している場
合）
地域の保健、医療、障害福祉、保育、教
育等の関係機関と連携した支援の実施

3

3

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身
障害のある子ども等を支援している場
合）
子どもの主治医や協力医療機関等と連絡
体制の整備

3

4

児童発達支援事業所及び放課後等デイ
サービス事業所からの円滑な移行支援の
ため、保育所や認定こども園、幼稚園、小
学校、特別支援学校（小学部）等との間で
の支援内容等の十分な情報共有

3

・ご家族からのニーズ、生徒さんからのニーズ
が発生した場合には、積極的に学級担任や学
校の先生との情報共有を実施している。
・学校さんの方針により連携の叶わないことが
ある。改善したい。

5
他の障害福祉サービス事業所等への円
滑な移行支援のため、それまでの支援内
容等についての十分な情報提供

3

・相談支援専門員さんの以降など、卒業
後の進路については、ご家族、生徒さん
のニーズに合わせて実施している。あま
りケースはない。

6
児童発達支援センターや発達障害者支
援センター等の専門機関と連携や、専門
機関での研修の受講の促進

3
・研修案内のあるものについては、積極
的に参加している。

7

児童発達支援の場合の保育所や認定こ
ども園、幼稚園等との交流や、放課後等
デイサービスの場合の放課後児童クラブ
や児童館との交流など、障がいのない子
どもと活動する機会の提供

1 2

・他の放課後等デイサービスさんとの交
流の機会は多く設けている。障がいのな
い子どもとの活動機会はないが、地域の
公園へ出かけた際など、積極的に交流を
図っている。

11 2 3

・公園遊び中に地域の子ども
たちとの交流を積極的に行っ
ている。交流行事を計画す
る。

8
事業所の行事への地域住民の招待など
地域に開かれた事業の運営

3

・虐待防止、身体拘束に関する協議の機
会に、地域の民生委員さん、他機関相談
支援専門員に参加をお願いし、実施を
行った。

1
支援の内容、利用者負担等についての丁
寧な説明

1 2
・契約時に重要事項説明と合わせて行っ
ている。 9 5 2

2
児童発達支援計画又は放課後等デイ
サービス計画を示しながらの支援内容の
丁寧な説明

2 1

・サービス提供日の当日朝に、その日の
利用の案内として、活動の内容や活動の
目的をご家族へ向けて共有を行ってい
る。

9 4 1 2
・計画的に、十分に行えておりま
せん。提供記録への案内など丁
寧に行います。

3
保護者の対応力の向上を図る観点から、
保護者に対するペアレント･トレーニング
等の支援の実施

1 2
・個別の相談をお受けすることはあるが、
ペアレントトレーニング等の計画的な支援
の実施は行えていない。

6 4 5 1

・実施希望をいただいております
が、実施出来ておりません。お
母様に限らず、お父様にもご参
加いただけるようにご案内しま
す。

4
子どもの発達の状況や課題について、日
頃から保護者との共通理解の徹底

1 2
・サービス提供記録として、保護者様に向
け、利用時の様子や、活動実施時の様子
を画像共有するようにしている。

11 4 1

5
保護者からの子育ての悩み等に対する
相談への適切な対応と必要な助言の実
施

2 1

・計画的な相談の機会提供は行えていな
い。送迎時、ライン、学校の先生からの相
談や、学校、ルリアンでのトラブル発生時
には、個別に提案を行い実施している。

8 3 2 3

・直接お会いし、相談をいただく
親御様が限定的であるため、皆
様が相談しやすいよう、こちらか
らお声かけします。

6
父母の会の活動の支援や、保護者会の
開催による保護者同士の連携支援

2 1
・夏祭り招待など行ったが、全体周知が
おそく、皆様の参加につなげることができ
なかった。

8 3 3 2 タイミングが合わない

・ゆとりを持って、周知するように
努めます。
・参加しやすいタイミングの聞き
取りを行います。

7

子どもや保護者からの苦情に対する対応
体制整備や、子どもや保護者に周知及び
苦情があった場合の迅速かつ適切な対
応

3

・ご家族からのご要望や、苦情について
は、迅速に対応を行っているが、他の親
御さんに向けての共有、周知には至って
いない。

10 4 2
毎回臨機応変に対応してい

 ただき助かっています。

・スタッフの配置等、すべてに応
じることが出来ないこともありま
すが、出来る限り応じます。ご相
談ください。

8
障がいのある子どもや保護者との意思の
疎通や情報伝達のための配慮

3

・活動の内容など、毎月の活動予定表の
提示にはとどまらず、イレギュラーな活動
がある場合には、あらかじめメッセージを
配信したり、送迎時に直接伝えるなどの
工夫をしている。

11 3 2

9
定期的な会報等の発行、活動概要や行
事予定、連絡体制等の情報についての子
どもや保護者への発信

2 1

・毎月の行事予定表については、１カ月
以上前から提案をし（毎月月末に翌々月
の行事予定表を提示）ゆとりをもって、予
約スケジュール管理が出来るようにして
いる。

9 5 1 1

・HUGでのご案内が直前となり、
十分に閲覧いただけていない場
合があります。把握いただきや
すく、ゆとりをもって掲示します。

10 個人情報の取扱いに対する十分な対応 2 1

・ＳＮＳ（ブログ・インスタグラム）で、日々
の活動の様子を配信している。あらかじ
め個人情報の取り扱いについて配慮して
いる。

9 5 2

1
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、
感染症対応マニュアルの策定と、職員や
保護者への周知徹底

2 1
・策定しているが、周知徹底は十分に行
えていない。 8 4 1 3
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はい

どちらと

もいえな

い

いいえ 工夫した点、改善点 はい

どちらと

もいえな

い

いいえ
わから

ない 保護者の方のご意見

事業所の現状評価 保護者の方の評価
評価を踏まえた

改善内容・改善目標
区分 チェック項目

2
非常災害の発生に備えた、定期的に避
難、救出その他必要な訓練の実施

2 1
・行事予定表の中に、訓練、避難、災害
についての内容を取り入れ、意識出来る
ようにしている。頻度が少ない。

9 4 3

3
服薬や予防接種、てんかん発作等の子ど
もの状況の確認の実施

3
・公益社団法人日本てんかん協会愛媛県
支部の方による講習をスタッフ全員で受
講。学習に努めている。

9 4 3

4
食物アレルギーのある子どもに対する医
師の指示書に基づく適切な対応

2 1 ・医師との連携は図れていない。

5 安全管理の徹底 2 1

・安全のための環境の設定、予測できる
危険に対して、予防に努めている。十分と
は言えず、怪我の発生などある。ヒヤリ
ハットを活用し、改善する。

13 1 1 1 ・HUG掲示板にて案内する。

6
家族等との連携を図るため、安全計画に
基づく取組内容についての家族等へ周知

1 2
・毎日の朝礼、ケア会などの場面で共有
し、再発のないように改善策をたてるよう
にしている。

9 4 3
・事業所のホームページ等で
閲覧できるようにします。

7
ヒヤリハット事例集の作成及び事業所内
での共有の徹底

3
・毎日の振り返りや、事例集の作成に努
めている。あらかじめ、予防できるように、
周知に努めたい。

8
虐待を防止するための職員研修機会の
確保等の適切な対応

2 1
・虐待防止委員会を設置し、年に４回の
定例会、所内研修の実施を行っている。

9

やむを得ず身体拘束を行う場合における
組織的な決定と、子どもや保護者に事前
に十分に説明・了解を得た上での児童発
達支援計画又は放課後等デイサービス
計画への記載

2 1
・身体拘束における同意書の策定、年に
１度第三者評価（相談支援専門員・地域
の民生委員さんをお招きし）をいただく。
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